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農 政 ち ち ぶ 令和４年８月31日（2）第 44 号

農業委員
区域の名称 区域の範囲 担当農業委員

区分けなし 全委員で秩父市内全域を担当します。

会長
粂　　東男

会長職務代理者
長谷川　満　　横田　　友

委員
上井　克彦　　加藤　勝市
笠原　倍吉　　彦久保利平
黒沢　昌治　　青野　孝司
新田　恭一　　長島　秀明
豊田　恵男　　設樂　治男

農地利用最適化推進委員
区域の名称 区域の範囲 担当推進委員

第１区域

日野田町一丁目、日野田町二丁目、野坂町一丁目、
野坂町二丁目、熊木町、上町一丁目、上町二丁目、
上町三丁目、中町、本町、宮側町、番場町、上野町、
東町、道生町、中村町一丁目、中村町二丁目、
中村町三丁目、中村町四丁目、近戸町、桜木町、金室町、
永田町、柳田町、阿保町、大畑町、滝の上町、上宮地町、
中宮地町、下宮地町、相生町、別所、久那、上影森、
下影森、浦山、大宮、和泉町

吉川　　稔

松澤　眞一

第２区域 寺尾、蒔田、田村
倉林　幸男
大久保　勝

第３区域 大野原、黒谷、山田、栃谷、定峰
田口　俊夫
小久保健司

第４区域 太田、伊古田、品沢、堀切、小柱、みどりが丘
齊藤　　稔
富田　典孝

第５区域 下吉田、吉田久長、吉田阿熊、上吉田、吉田石間、
吉田太田部

新井　明弘
木村　初枝
髙田　忠一
新舟　文男

第６区域 大滝、中津川、三峰、荒川小野原、荒川上田野、
荒川久那、荒川白久、荒川贄川、荒川日野

千島　初夫
木村　雄一

地 区 担 当 者 一 覧



農 政 ち ち ぶ（3）令和４年８月31日 第 44 号

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
地
改
良
等
に
は�

�

届
け
出
（
許
可
）
が
必
要
で
す
！

　

農
地
改
良
（
土
の
搬
入
を
伴
う
も
の
で
、

田
畑
転
換
を
含
む
。）
及
び
農
地
改
良
を

行
う
た
め
の
搬
入
路
（
以
下
「
農
地
改
良

等
」
と
い
う
。）
を
目
的
と
し
た
行
為
は
、

農
地
転
用
許
可
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
改
良
等
と
は
、
農
地
の
保
全
若
し

く
は
利
用
の
増
進
と
い
っ
た
農
業
経
営
の

改
善
を
目
的
と
し
た
行
為
で
あ
り
、
単
な

る
残
土
の
処
分
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
一
定
の
期
間
・
規
模
を
超
え
る

比
較
的
大
規
模
な
農
地
改
良
等
は
、
土
の

搬
入
等
に
伴
い
耕
作
不
能
な
状
態
が
複
数

月
に
渡
り
継
続
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間

を
転
用
行
為
と
み
な
し
、
農
地
法
第
４
条

又
は
第
５
条
の
規
定
に
基
づ
く
農
地
転
用

許
可
の
対
象
と
す
る
も
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
ア
か
ら
エ
の
全
て
に
該

当
す
る
軽
微
な
事
案
は
、
農
地
と
し
て
利

用
す
る
行
為
の
一
環
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

る
た
め
許
可
不
要
事
案
と
し
て
扱
い
ま
す

が
、
工
事
着
工
前
に
必
ず
農
業
委
員
会
へ

届
出
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
工
事
完
了
後
に
は
、
農
地
改
良

等
完
了
報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

ア�　

農
地
改
良
等
の
面
積
が
１
，
０
０
０

㎡
未
満
で
あ
る
こ
と
。

イ�　

農
地
改
良
等
の
工
事
期
間
が
１
ヶ
月

以
内
で
あ
る
こ
と
。

ウ�　

表
土
に
は
農
作
物
の
生
育
に
適
し
た

耕
作
土
を
確
保
す
る
こ
と
。

エ�　

地
区
全
体
の
営
農
環
境
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
こ
と
。

　

ま
た
、
一
般
廃
棄
物
や
産
業
廃
棄
物
を

使
用
し
て
農
地
改
良
等
を
行
う
こ
と
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

搬
入
土
に
つ
い
て
は
、
発
生
場
所
、
発

生
工
事
内
容
、
土
質
、
土
量
等
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

農
地
改
良
完
了
後
の
仕
上
が
り
面
に
つ

い
て
は
、
公
道
や
周
辺
の
農
地
と
著
し
い

段
差
が
な
い
こ
と
。
仕
上
が
り
面
は
、
原

則
と
し
て
、
必
要
性
や
作
付
計
画
で
判
断

で
き
る
必
要
最
小
限
の
高
さ
と
し
て
く
だ

さ
い
。

　

具
体
的
に
は
、
水
田
は
畦
畔
が
隣
接
道

路
面
ま
で
、
畑
は
隣
接
道
路
面
か
ら
30
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
上
限
と
し
ま
す
。

　

仕
上
が
り
面
を
隣
接
道
路
面
及
び
隣
地

面
よ
り
高
く
す
る
場
合
は
、
被
害
防
除
策

と
し
て
、
隣
接
道
路
面
及
び
隣
地
と
の
間

に
素
堀
側
溝
を
設
置
し
、
嵩
上
げ
の
高
さ

に
相
当
す
る
幅
で
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
、
法

面
の
勾
配
は
、
嵩
上
げ
の
高
さ
１
に
対
す

る
水
平
距
離
２
の
割
合
の
勾
配
以
下
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
周
辺
の
土
地
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
に
十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
地
改
良
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
農

業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を�

�

実
施
し
ま
す
！

　

農
業
委
員
会
で
は
、
年
１
回
、
市
内
す

べ
て
の
農
地
の
調
査
を
行
な
う
こ
と
が
農

地
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
地
を
巡

回
し
て
農
地
の
利
用
状
況
を
把
握
す
る
も

の
で
、
遊
休
農
地
、
荒
廃
農
地
の
調
査
や

違
反
転
用
の
発
見
等
、
農
地
の
有
効
利
用

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
状
況
調
査
に
あ
た
り
、農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農
地
内
に

立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
は
令
和
４
年
９
月
か
ら
11
月
頃
ま

で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
調
査
の
結
果
、
新
し
く
遊

休
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
農
地
に
対
し

て
は
、
後
日
、
利
用
意
向
調
査
と
し
て
、

農
地
所
有
者
様
等
に
対
し
、
今
後
、
そ
の

農
地
を
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
き
た
い

意
向
が
あ
る
の
か
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

く
旨
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。
重
ね
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
で
安
心
・
豊
か
な
老
後
を

～
農
業
者
の
老
後
は�

�

国
民
年
金
だ
け
で
は
不
安
で
す
～

◎�

農
業
に
従
事
す
る
方
の
老
後
の
安
心
に

役
立
ち
ま
す
。

　
国
民
年
金
＋
農
業
者
年
金

◎�

こ
ん
な
方
が
加
入
で
き
ま
す
。

　

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

　

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

◎�

積
立
方
式
だ
か
ら
自
分
が
掛
け
た
年
額

は
年
金
と
し
て
生
涯
も
ら
え
ま
す
。

◎�

保
険
料
は
月
々
２
万
円
か
ら
。
金
額
は

い
つ
で
も
変
更
で
き
ま
す
。

◎�

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料

控
除
と
な
り
、
所
得
税
や
住
民
税
等
の

節
税
に
な
り
ま
す
。

◎�

政
策
支
援
（
保
険
料
の
国
庫
補
助
）
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
お
申
し
込
み
は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
ま
で

農
業
委
員
会
事
務
局 

　
　
☎
（
２
５
）
５
２
３
１

吉
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課 

　
　
☎
（
７
２
）
６
０
８
３

大
滝
総
合
支
所
地
域
振
興
課 

　
　
☎
（
５
５
）
０
８
６
２

荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課 

　
　
☎
（
５
４
）
２
１
１
４

問い合わせ
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農
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

種
苗
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

■
種
苗
法
改
正
︵
令
和
２
年
12
月
︶
の
概
要

●
登
録
品
種
に
つ
い
て
、
育
成
者
権
者

が
種
苗
の
海
外
へ
の
持
ち
出
し
や
国

内
で
の
栽
培
地
域
を
制
限
で
き
ま

す
。（
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
）

●
「
登
録
品
種
で
あ
る
旨
」「
輸
出
や

栽
培
地
域
の
制
限
が
あ
る
場
合
そ
の

旨
」
を
種
苗
の
譲
渡
時
な
ど
に
表
示

す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

（
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
）

●
登
録
品
種
の
自
家
増
殖
に
育
成
者
権

者
の
許
諾
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
令

和
４
年
４
月
１
日
か
ら
）

　

※
登
録
品
種
の
種
苗
に
つ
い
て
は
、
利

用
条
件
を
よ
く
御
確
認
く
だ
さ
い
。

■
埼
玉
県
登
録
品
種
の
取
扱
い

●
海
外
持
ち
出
し
禁
止
で
す
。

●
利
用
許
諾
契
約
な
ど
で
栽
培
地
域
を

県
内
に
制
限
し
て
い
ま
す
（
茶
、
シ

ク
ラ
メ
ン
を
除
く
）。

●
自
家
増
殖
は
、
県
内
生
産
者
に
限
り

（
茶
は
県
内
・
県
外
生
産
者
に
）
許

諾
し
、
許
諾
料
は
無
償
と
し
ま
す
。

ま
た
、
自
家
増
殖
の
許
諾
手
続
き
は

不
要
で
す
。（
令
和
４
年
４
月
１
日

以
降
）

●
作
物
別
や
品
種
別
の
対
応
は
左
記
の

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

農
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

︻
農
林
水
産
省
︼
種
苗
法
の
改
正
に
つ
い
て

https://w
w
w.m
aff�.go.jp/j/shokusan/

syubyouhou/index.htm
l

︻
埼
玉
県
︼
種
苗
法
改
正
に
伴
う

　
　
　
　
　
埼
玉
県
の
対
応
等
に
つ
い
て

https://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
a0904/syubyouhou/index.htm

l
農
業
委
員

設
樂　
治
男
（
太
田
）

　

人
口
減
少
の
中
で
誰
で
も
自
分
の
田
畑

を
持
ち
菜
園
・
家
畜
等
を
営
み
生
活
の
中

の
一
部
と
し
て
新
た
な
農
業
従
事
者
と
し

て
生
き
て
行
く
事
を
可
能
と
す
る
「
人
・

農
地
関
連
法
」
が
参
議
院
で
五
月
二
十
日

成
立
し
た
。
農
地
関
連
法
六
法
の
一
つ
で

農
村
漁
村
の
活
性
化
の
た
め
の
定
住
及
び

地
域
間
交
流
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
日
本
全
国
で
広
が
っ

て
い
る
耕
作
放
棄
地
を
防
止
す
る
に
は
遅

い
感
は
あ
る
が
、
画
期
的
な
法
律
が
成
立

し
た
の
で
あ
る
。

　

我
々
農
業
委
員
・
農
業
推
進
委
員
は
、

日
頃
「
農
地
を
守
る
」
を
合
言
葉
に
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
る
が
、
農
業
の
担
い
手
の

高
齢
化
・
後
継
者
が
い
な
い
等
で
耕
作
地

が
狭
く
田
畑
の
草
刈
等
の
保
全
作
業
に
な

り
、
や
が
て
耕
作
放
棄
地
か
ら
山
林
・
原

野
化
し
て
い
く
姿
は
止
め
よ
う
が
な
い
。

我
々
農
業
委
員
は
、
ど
う
し
た
ら
農
地
を

守
れ
る
の
か
解
決
で
き
な
い
課
題
に
突
き

当
た
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
課
題
を
解
決
し

よ
う
と
提
案
し
て
い
る
の
が
今
回
の
こ
の

法
律
で
あ
る
。

　

秩
父
地
域
の
農
業
は
太
田
等
の
耕
地
が

広
く
大
型
機
械
が
導
入
で
き
、
経
済
的
に

見
合
う
農
地
の
大
半
は
、
土
地
改
良
工
事

が
進
み
中
間
管
理
機
構
の
制
度
等
を
利
用

し
て
、
農
業
経
営
継
続
が
可
能
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
問
題
は
土
地
改
良
区
計
画

で
漏
れ
た
小
面
積
の
田
畑
の
耕
作
放
棄
地

が
目
立
っ
て
拡
大
し
て
い
る
事
で
あ
る
。

こ
の
法
律
は
、
こ
こ
に
光
を
当
て
て
地
域

活
性
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
現
状
は

小
面
積
農
地
ま
で
農
振
法
の
網
を
か
ぶ

せ
、
農
地
の
所
有
権
等
を
厳
し
く
制
限
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
化
・
無
後
継

者
か
ら
自
然
と
耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
法
律
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
法
律
の
目
的
で
あ
る
、
農
用
地

の
保
全
・
活
性
化
を
実
現
す
る
に
は
容
易

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

私
が
行
政
書
士
と
し
て
数
年
前
あ
る
町

の
空
家
バ
ン
ク
条
例
を
利
用
し
て
、
都
心

か
ら
山
村
に
農
業
従
事
者
と
し
て
移
住
し

た
家
族
の
例
を
挙
げ
る
。
こ
の
町
で
は
、

空
家
バ
ン
ク
条
例
で
農
地
の
所
有
権
移

転
・
移
住
補
助
金
等
の
支
援
内
容
が
手
厚

く
用
意
し
て
あ
っ
た
。
県
南
に
移
転
し
た

知
人
の
空
家
の
所
有
者
か
ら
二
年
近
く
前

に
な
る
が
、
行
政
・
不
動
産
屋
・
士
業
者

等
に
依
頼
し
た
が
進
ま
な
い
の
で
ど
う
に

か
し
て
欲
し
い
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
調

べ
た
と
こ
ろ
、
バ
ン
ク
適
用
外
と
な
っ
て

農
政
課

　
　
☎
（
２
５
）
５
２
１
０

問い合わせ

朝
の
光
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い
る
周
辺
の
農
地
の
処
分
・
不
法
墓
地
の

移
転
・
農
地
法
４
条
の
違
反
・
水
利
権
・

農
業
作
業
の
О
Ｊ
Ｔ
・
低
価
格
取
引
か
ら

不
動
産
屋
の
活
動
が
消
極
的
で
あ
り
、
士

業
者
の
数
々
の
申
請
・
登
記
及
び
調
査
費

用
が
土
地
価
格
を
上
回
る
な
ど
の
問
題
点

が
多
数
あ
っ
た
。
問
題
解
決
が
進
ま
な
い

の
は
横
の
関
係
者
と
の
結
び
つ
き
が
薄

か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。
対
策
と

し
て
、
地
元
の
農
業
委
員
・
町
役
場
・
周

辺
の
住
民
・
所
有
者
・
購
入
者
・
不
動
産

業
者
・
お
寺
等
と
頻
繁
に
関
係
者
を
交
え

て
打
合
せ
し
た
事
に
よ
り
解
決
に
至
っ

た
。
特
に
、
地
元
の
農
地
に
精
通
し
た
農

業
委
員
の
協
力
が
あ
っ
て
農
地
所
有
権
の

移
転
と
同
時
に
空
家
バ
ン
ク
契
約
が
ス

ム
ー
ズ
に
成
立
し
た
。

　

昨
今
、
コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
で
生
活
安
全

か
ら
地
方
へ
の
移
住
が
進
ん
で
い
る
。
ま

た
、
在
宅
勤
務
を
常
態
化
し
て
い
る
企
業

も
増
加
し
て
い
る
。
驚
い
た
の
は
、
先
日

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
発
表
し
た
、
職
場
は
自
宅
で
会

社
へ
の
出
勤
は
出
張
扱
い
と
の
報
道
で

あ
っ
た
。

　

秩
父
地
方
は
、都
心
か
ら
近
く
レ
ッ
ド
・

ア
ロ
ー
等
を
利
用
す
れ
ば
素
晴
ら
し
い
移

住
地
と
な
る
。
私
は
長
く
県
南
・
都
心
で

働
い
て
い
て
よ
く
仲
間
か
ら
広
々
し
た
土

地
の
中
で
農
作
物
を
作
り
動
物
を
飼
い
た

い
と
の
声
を
聞
い
た
。
し
か
し
、
現
農
地

法
で
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
今
回
の

法
律
改
正
で
可
能
と
な
っ
た
。「
今
、
や

る
べ
き
で
し
ょ
う
。」

　

こ
の
法
律
に
基
づ
く
理
想
を
実
現
す
る

た
め
県
・
市
が
作
成
す
る
そ
の
地
域
の
山

村
の
活
性
化
・
定
住
等
の
計
画
作
り
に
農

業
委
員
・
農
業
推
進
委
員
の
意
見
が
法
律

で
求
め
ら
れ
て
い
る
。
直
接
、
農
家
と
接

し
て
い
る
農
業
委
員
・
農
業
推
進
委
員
の

農
業
委
員
会
活
動
記
録
が
こ
の
計
画
に
反

映
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
委
員
・
農
業
推
進
委
員

の
役
目
・
責
任
は
大
き
く
な
っ
た
と
思
う
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

木
村　
雄
一
（
荒
川
白
久
）

　

家
か
ら
一
歩
外
へ
出
て
み
る
と
家
の
め

ぐ
り
は
青
々
と
し
た
畑
が
続
き
、
そ
の
中

に
数
軒
の
民
家
が
点
在
し
て
る
。
わ
が
家

は
そ
ん
な
中
の
一
軒
で
あ
る
。

　

こ
の
一
帯
は
、
昔
、
荒
川
の
水
が
大
滝

の
岩
の
間
を
す
り
抜
け
、
よ
う
や
く
広
い

川
幅
と
な
っ
て
流
れ
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
川
の
土
砂
が
堆
積
し
て
、
今
の
我
が

家
付
近
の
土
壌
が
形
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
土
と
と
も
に
大
き
な
岩
等
も
堆
積

し
、
耕
作
に
は
不
向
き
な
土
地
で
あ
っ
た

が
、
先
人
た
ち
が
苦
労
に
苦
労
を
重
ね
、

よ
う
や
く
耕
作
が
で
き
る
ま
で
に
し
て
く

れ
た
土
地
で
あ
る
。

　

し
か
し
今
、
そ
の
土
地
に
青
々
と
茂
っ

て
い
る
の
は
作
物
で
は
な
く
、
雑
草
で
あ

る
。
耕
作
し
て
い
る
畑
は
全
体
の
四
分
の

一
程
度
で
あ
り
、
わ
ず
か
数
名
の
者
が
携

わ
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

私
も
今
年
で
七
十
歳
に
な
る
が
、
私
が

農
作
業
に
関
係
し
た
の
は
小
学
校
四
、五

年
生
の
頃
だ
っ
た
と
思
う
。
あ
の
頃
は
ま

だ
、
ス
キ
、
ク
ワ
、
ム
グ
リ
と
い
っ
た
農

業
器
具
が
あ
り
、
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
父

親
の
姿
が
偉
大
に
見
え
た
の
を
今
で
も
覚

え
て
い
る
。

　

あ
れ
か
ら
六
十
年
、
今
は
機
械
化
も
進

み
便
利
に
な
る
と
と
も
に
農
地
の
整
備
改

良
や
技
術
の
進
歩
な
ど
驚
く
ほ
ど
の
改
良

が
み
ら
れ
る
一
方
、
若
い
人
の
農
業
離
れ

が
増
え
続
け
て
い
る
の
も
現
実
で
あ
り
、

当
地
区
に
お
い
て
も
他
人
事
で
は
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

現
在
、
農
業
に
携
わ
っ
て
い
る
最
年
少

者
が
五
十
六
歳
で
あ
り
、
次
い
で
私
の

七
十
歳
で
あ
る
こ
と
と
併
せ
、
後
を
継
ぐ

者
も
い
な
い
現
状
を
考
え
る
と
農
業
に
対

す
る
こ
の
先
の
姿
が
見
え
て
く
る
よ
う
な

気
が
し
て
い
る
。

　

秩
父
地
域
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
の
農

業
は
、
作
物
を
作
っ
て
も
鳥
獣
害
に
よ
り

収
益
の
少
な
い
現
状
を
考
え
る
と
、
農
地

が
遊
休
化
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
保
全

管
理
を
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
農
地
の
有
効
的
な
利
用
と

耕
作
放
棄
地
の
減
少
を
願
い
つ
つ
、
推
進

員
と
し
て
少
し
で
も
農
業
従
事
者
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
活
動
を
継
続
し
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
る
。

　
︻
訂
正
と
お
詫
び
︼

　

２
０
２
２
年
１
月
１
日
付
発
行
の
農
政

ち
ち
ぶ
第
43
号
７
ペ
ー
ジ
の
「
耕
地
の
和

題
」
に
お
い
て
、
記
事
の
内
容
に
一
部
訂

正
箇
所
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
左
記
の
よ
う

に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
謹
ん

で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

「
正
」
１
０
０
の
素
材
が
あ
れ
ば
、

１
０
０
０
の
ク
ラ
フ
ト
が
生
ま
れ

る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

「
誤
」
１
０
０
の
素
材
が
あ
れ
ば
、

１
０
０
の
ク
ラ
フ
ト
が
生
ま
れ
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

耕
地
の
話
題
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（
上
野
町
）　
関
口
　
良
子

代し
ろ
か掻
き
の
は
じ
ま
つ
て
ゐ
る
学

が
く
し
ゅ
う
だ

習
田

（
熊
木
町
）　
前
原
元
一
郎

梅う
め

漬つ

け
る
日に

っ
ぽ
ん
か
い

本
海
の
塩し

お

を
振ふ

り

（
高
　
篠
）　
強
谷
　
幸
雄

畔あ
ぜ

を
塗ぬ

る
蛙

か
わ
ず
の
こ
ゑ
に
励は

げ

ま
さ
れ

（
高
　
篠
）　
村
田
　
軍
司

百ひ
ゃ
く
ま
い
枚
の
棚た

な
だ田
に
揃そ

ろ

ふ
田た

う
え
が
さ

植
笠

（
荒
　
川
）　
逸
見
　
壽
江

新し

ん

じ

ゃ

が

馬
鈴
薯
の
掘ほ

り
か
け
て
あ
り
通と

お

り
雨あ

め

（
上
野
町
）　
小
林
　
敏
子

代し
ろ
か掻

き
の
予お

へ
し
棚た

な
だ田

に
入い

り
日ひ

み満
つ

（
高
　
篠
）　
武
藤
　
圭
子

十じ
ゅ
う
や
く

薬
の
香か

を
ま
と
ひ
来く

る
草く

さ
か
り
め

刈
女

（
東
　
町
）　
石
澤
　
藍
子

浮う
き
な
え苗

の
乱み

だ

れ
を
直な

お

し
棚た

な
だ田

守も

る

（
吉
　
田
）　
新
井
庄
太
郎

藷い
も

挿さ

し
て
父ふ

そ祖
伝で

ん
ら
い来
の
畑

は
た
け

守も

る

（
中
宮
地
）　
浅
見
　
昭
文

朝あ
さ

ま
だ
き
棚た

な
だ田

に
ひ
び
く
時

ほ
と
と
ぎ
す鳥

　

悪
疫
と
は
悪
性
の
疫
病
を
云い

い
、
疫
病

と
は
急
性
の
感
染
症
を
云い

う
。
古
来
、
日

本
人
は
、
様
々
な
疫
病
の
流
行
に
見
舞
わ

れ
て
き
た
。
疱
瘡
（
天
然
痘
）、労
咳
（
結

核
）、
麻
疹
（
は
し
か
）、
狐
狼
狸
（
コ
レ

ラ
）、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
等
々
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
医
学
が

未
発
達
の
中
、
人
々
は
疫
病
神
や
悪
鬼
、

狐
等
が
体
内
に
取
り
憑つ

い
た
り
、
家
に
入

り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
病
に
罹か
か

る
と
考
え

て
い
た
。
医
術
や
薬
が
頼
り
に
な
ら
な
い

中
で
、人
々
は
疫
病
に
罹か
か

ら
な
い
た
め
に
、

神
仏
の
呪
力
、
霊
力
、
験
力
等
に
す
が
り
、

病
魔
に
対
す
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
禦ふ
せ

ぎ
や

祓は
ら

い
に
願
い
を
託
し
た
。
以
下
、
除
災
儀

礼
の
数
々
を
列
挙
し
て
み
る
。

①
民
俗
行
事
・
祭

　

獅
子
舞
、
節
分
、
祇
園
祭
、
川
瀬
祭
、

　

ジ
ャ
ラ
ン
ポ
ン
祭
、
虫
送
り
等

②
仏
事　

大
般
若
会
等

③
社
寺
へ
参
拝
・
祈
願

　

八
坂
神
社
、牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

社し
ゃ

（
祇
園
信
仰
）

疱ほ
う

瘡そ
う

神
社
・
薬
師
堂
等

④
魔
除
け
・
門
守
を
掲
げ
る

　

ヤ
ツ
デ
の
葉
、
御
札
等

安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
禍

　

日
本
の
疫
病
流
行
史
上
、
令
和
の
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
匹
敵
す
る
疫
病
と
云い

え
ば
、
大
正
年
間
に
国
内
だ
け
で
死
者

四
十
五
万
人
以
上
と
云い

わ
れ
て
い
る
ス
ペ

イ
ン
風
邪
、
幕
末
の
安
政
五
年
に
流
行
し

た
コ
レ
ラ
で
あ
る
。
罹り

患か
ん

す
る
と
三
日

以
内
に
死
ぬ
場
合
が
多
く
、「
三
日
コ
ロ

リ
」、「
二
日
コ
ロ
リ
」、「
即
死
之
病
」
等

と
呼
ば
れ
た
。
後
に
は
、
狐
等
が
取
り
付

く
こ
と
に
よ
っ
て
発
病
す
る
と
い
う
噂
か

ら
「
狐こ

狼ろ

狸り

」
等
と
も
呼
ば
れ
た
。
江
戸

市
中
だ
け
で
死
者
数
三
万
人
以
上
と
も
云い

わ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
今
回
の
コ
ロ
ナ

禍
で
は
全
国
で
三
万
人
余
り
で
あ
る
。

三
峯
神
社
の
御
神
犬
拝
借

　

あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
尽
く
し
た
後
、

人
々
が
頼
っ
た
の
が
武
州
秩
父
郡
三
峯
神

社
の
御
眷
属
で
あ
る
御
神
犬
で
あ
る
。
三

峯
神
社
日
鑑
に
よ
る
と
、
安
政
五
年
八
月

以
降
、
駿
河
・
伊
豆
・
甲
斐
か
ら
の
御
眷

属
拝
借
の
登
山
者
が
急
増
し
て
お
り
、
八

月
廿
四
日
に
は
御
眷
属
（
貸
出
）
数
が
初

め
て
一
万
番
を
突
破
し
た
と
い
う
。

　

人
々
は
、
狐
狼
狸
を
発
症
さ
せ
る
の
は

血
管
内
に
入
り
込
ん
だ
「
く
だ
狐
」
と
思

い
込
み
、
是
を
駆
除
す
る
の
に
は
天
敵
で

あ
る
狼
（
山
犬
）
が
最
適
だ
と
考
え
た
。

木
村　

初
枝

　

農
政
ち
ち
ぶ
第
44
号
の
発
行
に
あ
た
り

多
く
の
皆
様
に
原
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
の
中
、
委
員
会
は

新
体
制
と
な
り
、
制
限
を
受
け
な
が
ら
も

研
修
や
農
地
利
用
調
査
等
の
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
の
不

足
そ
し
て
異
常
気
象
、
害
獣
被
害
等
々
農

業
委
員
会
を
取
り
巻
く
問
題
は
数
多
く
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
意
欲
の
あ
る
方
々

が
担
い
手
と
し
て
現
れ
て
く
れ
る
事
に
期

待
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
委
員
会
活
動
の
支
援
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

部
会
長　
　
　
　

新
田　

恭
一

副
部
会
長　
　
　
　

小
久
保
健
司

委　
　

員　
　
　
　

青
野　

孝
司

委　
　

員　
　
　
　

齊
藤　
　

稔

委　
　

員　
　
　
　

木
村　

初
枝

秩
父
市
農
業
委
員
会
広
報
部
会

秩
父
市
農
業
委
員
会
広
報
部
会

編
集
後
記

編
集
後
記

農

を

詠

む

関
口
　
良
子
（
註
）

知
々
夫
の
夜
ば
な
し

知
々
夫
の
夜
ば
な
し

『
江
戸
の
悪
疫
退
散
』

『
江
戸
の
悪
疫
退
散
』

荒
川
歴
史
懇
話
会
　
新
井
　
充

荒
川
歴
史
懇
話
会
　
新
井
　
充


